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昭和56年度赤潮予察調査事業

特殊プランク トン予察調査

(陸奥湾海域)
(要 約)̀

尾坂 康 ･高林 信雄･天野 勝三 ･高橋 克成･奈良八三郎

浜田 勝雄 ･白取竹次郎 ･山本 正昭 ･吹越 弘光(以上青森県

水産増殖 セ ンター ) ･秋 山由美子 ･古川 章子 ･宮 田 淳子

小鹿 晋(以上青森県衛生研究所 )

この調査は､ムラサキイガイ ･ホタテガイ等に蓄積する下耐性貝毒の発生原因を早期に究明 し､

計画的な水産物の出荷 ･処理等を行うことにより､漁業経営の安定に資することを目的として実施

したものである0本年度は､貝の毒化状況､原因プランクトンの出現状況および発生環境 ･生態等

の調査に主体をおいて実施 し､毒化の予測方法についても検討 した｡

調 査 方 法

調 査 海 域 青森県陸奥湾､太平洋､日本海

調 査 時 期 昭和56年 4月～昭和57年 3月

調査項目､調査方法､調査回数および担当機関

調 査 項 目 調 査 方 法 調 査回 数 担 当

機 関陸輿湾定占ノヽヽヽ調査 1.貝毒､毒力の変化 厚生省､貝毒検査法によるo 32回 青森県衛生研

究所理化学課(下痢性､マヒ性) (垂下養殖貝､地まき貝､ムラサキイガイ )

(181検体 )2.環境条件と毒力の変化 気象 .海象の観測o

34回 青森県水産増殖セン3.プランクトンの出現状況と垂下養殖貝の毒力の変化4.沿岸域のD.fortiiの鉛直 採水プランクトンo定点から陸側に数点

の観測点 34回13回20回分布調査 を設けて各層と極底層の採水,5.ホタテガイの胃内容物

調査 毒力測定の検体の胃内容物を検鏡o原因ブランク 1.陸奥湾内かinophysis属分

原因プランクトンの発生初期､ 4回8回6回布調査2.青森県沖合Dino舛ysis属 盛期､消滅期に湾

内で各層採水o日本海､太平洋の沖合の各層 ク ー-トン坐宿史調査 分布調査3.津軽海峡､平館海峡におけ 採水 (

青森県水産試験場の協力による )o原因プランクトンの流入､発るDino

phi'sis属分布調査 生経路を把握するために海峡で各層採水o詳細については､ ｢昭和56年赤潮

･特殊プランクトン予察調査報告書､青森県､昭和57年 3月に報告



調 査 項 目 調 査 方 法 調 査回 数 担 当

機 関4.D.fortiiの発生環境調査 D.fwtiiの出現状況と環境要因を検討 したo 周 年 青森県水産

増殖センター三一三守 1.胃内容物中のD.fortii出 電算機により

統計処理を行い 周 年力 現数による毒力予測 毒力

とD.fortiiの出現の相の数値予測 2.D.fortiiを取り囲む環
境 関､環境要因からの数値予測(水温 .塩分 )による採水プランクトン中のD.fortii出

現数の数値予測 式を得て､検討 したoマヒ性貝毒調査 毒力測定､̀原因プランクトン 17回 青森県衛生研

究所おの検鏡

よび青森県水産増殖センター調 査 結 果(1)垂下貝の毒力は､ 4月6日に青森のム

ラサキイガイに0.3(MU/9)の値が検出され､ホタテガイでは 4月22日に野辺地定点で0.3(MU

/ 9)､ 4月28日に青森定点で 0.5(MU/9)が初めて検出された.毒力の最高値は､青

森定点で 7月 6日に3.2(■MU/9)､野辺地定点で7月 6日に5･0(MU/ 9)の値が検出された.毒化期間は､青森定点で8

月25日まで､野辺地定点では9月30日までであった｡(2) 地まき貝の毒力の最高値は､青森定点で6

月22日､ 7月6日の0.5(MU/9)､野辺地定点では7月6日に2,0(MU/9)

が検出された.地まき貝の毒化期間は､青森定点で6月 1日～7

月6日､野辺地定点では4月28日～8月31日まで続いた｡(3)毒力と最もよく対応 したプランケトンはD.fort

iiで､その他のプランクトンとはよく対応 しなかった｡(4) D･fortiiの濃密な分布は､水温1

0-15℃の範囲内で､中層20-30m層に多く出現した.(5) D･foriiiは､1

5℃を超えると急激に減衰 し､ホタテガ イの毒力も低下したO(6) D･fortiHは､地まき貝漁場にも濃密に出

現することが確認され､この期間中地まき貝も毒化 した｡(7) 胃内容物中のD

.fortiiの出現状況と毒力の変化とは､概ね対応 した.(8) 陸奥湾内のD･fortiiの分布調査から､湾内のD.fortiiの発生から

消滅にいたる時期別分布状態､環境特性を明らかにした｡(9) 青森県沖合のD･fortiiの分布調査から､日本海､太平洋でのD.fortiiの発生から

消滅にいたる時期別分布状態､環境特性を明らかにした｡(10) 津軽海峡､平館海峡のD･fortiiの分布調査から､湾口部周辺海域でのD.fortiiの発生から

消滅にいたる時期別分布状況､環境特性を明らかにした｡(ll) D･fortiiの生活史を上記の結果を踏まえて検討 した結果､D.

fortiiは陸奥湾で増殖 していることが考えられた｡(uZ) 毒力と胃内容物中のD･fortiiの

出現数との関係から､統計処理を行ない､数値予測式を得た｡個 毒化の予測は､将来､水温等の環境要因､採水プランクトンを統計処理するこ




